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1960年代の野毛山　1969年頃　アマノスタジオ撮影　　　　広報課写真資料

横
浜
市
西
区
の
南
端
に
広
が
る
野
毛
山
に

は
、「
憩
い
」
や
「
学
び
」、「
娯
楽
」
を
求
め
、

多
く
の
人
々
が
訪
れ
る
。
休
日
と
も
な
れ
ば
、

野
毛
三
丁
目
交
差
点
か
ら
公
園
に
む
か
う
野

毛
坂
の
往
来
は
活
気
を
増
し
、
山
頂
の
広
場

で
は
弁
当
を
広
げ
る
家
族
の
姿
も
見
受
け
ら

れ
る
。
開
放
的
な
野
毛
山
公
園
や
様
々
な
動

物
と
触
れ
合
え
る
野
毛
山
動
物
園
、
蔵
書
数

約
一
五
〇
万
冊
を
誇
る
横
浜
市
中
央
図
書
館

な
ど
、
野
毛
山
に
所
在
す
る
公
共
施
設
が
人�

々
を
野
毛
山
へ
誘
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
、
野
毛
山
は
い
つ
頃
か
ら
人
々

が
集
う
空
間
に
な
っ
た
の
か
、
ま
た
、
市
民

に
と
っ
て
野
毛
山
と
は
ど
の
よ
う
な
空
間
だ�

っ
た
の
か
。
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
九

月
の
関
東
大
震
災
以
降
、
野
毛
山
は
時
代
の

変
化
と
と
も
に
、
そ
の
性
格
を
変
え
て
き
た
。

今
回
は
横
浜
市
史
資
料
室
所
蔵
の
写
真
資
料

を
中
心
に
、
昭
和
期
の
野
毛
山
の
変
化
を
追

想
し
て
い
き
た
い
。

一
、
野
毛
山
の
開
拓

開
港
以
前
か
ら
人
々
は
野
毛
浦
に
面
し
た

標
高
約
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
丘
陵
を「
野
毛
山
」

と
呼
ん
で
き
た
。
一
八
五
九
（
安
政
六
）
年

の
横
浜
開
港
と
と
も
に
、
江
戸
幕
府
は
東
海

道
の
芝
生
村
か
ら
戸
部
村
、
野
毛
の
切
通
し

を
経
て
開
港
場
へ
至
る
道
路
（
横
浜
道
）
を

整
備
、
そ
れ
に
伴
い
、
交
通
の
要
所
と
な
っ

た
野
毛
坂
周
辺
に
は
多
く
の
人
々
が
住
む
よ

う
に
な
っ
た
。

明
治
維
新
後
、
野
毛
の
丘
陵
に
は
様
々
な

施
設
が
造
ら
れ
る
。
一
八
七
三
（
明
治
六
）

年
一
二
月
、
現
在
の
老
松
中
学
校
の
位
置
に

横
浜
共
立
病
院
（
後
の
十
全
医
院
）
が
完
成

し
た
ほ
か
、
翌
年
に
は
現
在
の
中
央
図
書
館

の
位
置
に
自
彊
学
舎
（
後
の
老
松
小
学
校
）

が
建
設
さ
れ
、
一
八
七
六
（
明
治
九
）
年
二

月
に
は
、
一
帯
の
名
称
が
「
老
松
町
」
と
定

め
ら
れ
た
。
名
称
は
老
松
の
多
い
景
勝
地
に

由
来
す
る
と
い
う
。
ま
た
、
同
年
に
附
近
在

住
の
植
木
屋
の
発
案
で
、
植
物
園
と
遊
園
地

を
兼
ね
た
「
四
時
皆
宜
園
」
が
現
在
の
野
毛

山
公
園
北
部
に
開
園
、
園
内
の
迷
路
は
話
題

を
集
め
た
。
し
か
し
、
同
園
は
一
八
八
三（
明

治
一
六
）
年
に
廃
園
と
な
り
、
敷
地
は
豪
商

の
邸
宅
地
へ
と
引
き
継
が
れ
て
い
っ
た
。

明
治
中
期
に
な
る
と
、
居
留
外
国
人
の
生

活
空
間
で
あ
る
山
手
の
丘
陵
に
対
し
、
野
毛

の
丘
陵
は
日
本
人
豪
商
の
生
活
空
間
と
な
っ

た
。
原
善
三
郎
や
茂
木
惣
兵
衛
、
平
沼
専
蔵

な
ど
、
横
浜
を
代
表
す
る
豪
商
た
ち
が
大
規

模
な
邸
宅
を
構
え
る
。
現
在
の
野
毛
山
公
園

入
口
に
あ
る
亀
甲
積
擁
壁
（
横
浜
市
認
定
歴

史
的
建
造
物
）
は
、
か
つ
て
の
平
沼
邸
の
一

部
で
あ
る
。
ま
た
、一
八
八
七
（
明
治
二
〇
）

年
の
水
道
整
備
の
一
環
と
し
て
、
野
毛
山
頂

上
付
近
に
浄
水
場
が
建
設
さ
れ
、
そ
の
辺
り

は
「
水
道
山
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

野
毛
山
は
横
浜
市
内
に
水
道
水
を
供
給
す
る

重
要
な
拠
点
と
な
っ
て
い
く
。

一
方
、
野
毛
山
に
は
「
憩
い
」
の
空
間
と

し
て
の
性
格
も
加
わ
る
。
東
京
湾
か
ら
房
総

展

示

会

野
毛
山
の「
昭
和
」

�
―

坂
と
公
園
の
物
語―

8月15日（月） 、9月20日（火）、10月11日（火）、
11月21日（月）、12月19日（月）

◇ 休 室 日 の ご 案 内 ◇

【寄贈資料】

《市史資料室たより》
　横浜市史資料室では、このたび『横浜市史資
料室紀要』を創刊いたしました。横浜の昭和史
に関する論文のほか、所蔵資料の紹介、活動記
録も掲載しています。紀要は市史資料室内閲覧
室でご覧いただけます。
 また、紀要は市民情報センター（市庁舎1階）
にて1冊500円（税込）で販売しています。ぜ
ひ一度お手にとってご覧ください。
　その他、横浜市史資料室で発行した刊行物（写
真集『昭和の横浜』、報告書『横浜・関東大震災
の記憶』など）も、閲覧室でご覧いただけます。
ただいま開催中の展示会「野毛山の『昭和』－
坂と公園の物語－」のご見学とあわせ、どうぞお
気軽にご来室ください。皆さまのご利用をお待
ちしております。

〈『横浜市史資料室　紀要第1号』〉

¡村田　　進様

™内田　長吉様

£相澤　詔二様
¢関　　靖幸様

「大正三年四月元街小学
校入学記念」（複製写真）
ビデオ撮影データ（DVD3枚）
「本村ばやし」、「二俣川小学
校130周年記念」、「横浜の
ホタルたち」
「手動写真プリント機」
複製写真1点（出征風景）

【展示会のお知らせ】
　横浜市史資料室では、平成23年度第1回展
示会「野毛山の『昭和』－坂と公園の物語－」を
開催中です。
＊1923（大正12）年9月の関東大震災以降、
野毛山は時代の変化とともに、その性格を変え
てきました。本展示会では、横浜市史資料室所
蔵の写真資料を中心に、昭和期の野毛山の変
化を追想したいと思います。
会期：2011年7月16日（土）～8月28日（日）
休館日：7月19日（火）・8月15日（月）
開場時間：9時30分～17時
会場：横浜市中央図書館　地下1階ホール、
　　 横浜市史資料室展示コーナー
協力：横浜開港資料館、横浜都市発展記念館、
　　 横浜市中央図書館
◎入場無料　◎写真パネルでの紹介
お問い合わせは：045-251-3260
（横浜市史資料室）

＊関連展示会「まだまだみられる『昭和の横浜』」
◎横浜開港資料館　企画展：広瀬始親写真展　
横浜ノスタルジア・特別篇
－昭和30年頃の街角－
◎横浜都市発展記念館　常設展示室コーナー展：
カメラがとらえた昭和30年頃の横浜
－クルマのある風景

展示期間（共通）：2011年7月27日（水）
～10月23日（日）
・展示期間中、両展に入館された方には、オリジ
ナル絵葉書を差し上げます。＊先着1,000名様

【メールアドレスのお知らせ】
資料の利用に関するお問い合わせは、次のアド
レスを御利用ください。
so-sisiriyou@city.yokohama.jp
【市史資料室展示コーナーのご案内】
　展示コーナーでは、展示会「野毛山の『昭和』
－坂と公園の物語－」の開催とあわせ、関連資
料を展示中です。展示会とあわせ、どうぞご覧
ください。

『
横
浜
市
史
資
料
室　

紀
要
第
一
号
』

横
浜
市
史
資
料
室
で
は
、
横
浜
の
昭
和
史
に
関

す
る
研
究
成
果
を
ま
と
め
た
、
『
横
浜
市
史
資
料

室
紀
要
』
を
創
刊
し
ま
し
た
。
紀
要
に
は
、
論
文

の
他
、
市
史
資
料
室
が
所
蔵
す
る
資
料
の
紹
介
、

活
動
記
録
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

高
村
直
助
氏
の
論
文
「
開
港
記
念
日
の
変
更
」

で
は
、
横
浜
市
が
当
初
七
月
一
日
と
定
め
た
開
港

記
念
日
が
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
現
在
の
六�

月
二
日
に
変
更
さ
れ
た
の
か
考
察
し
て
い
ま
す
。

開
催
さ
れ
て
き
た
記
念
行
事
の
流
れ
を
追
い
な�

が
ら
、
現
代
ま
で
続
く
開
港
記
念
日
の
歴
史
を
新

た
に
知
る
こ
と
の
で
き
る
、
興
味
深
い
内
容
と
な�

っ
て
い
ま
す
。

「
戦
後
横
浜
に
お
け
る
文
化
行
事
の
復
興
と�

文
化
人
」
（
羽
田
博
昭
）
で
は
、
戦
後
の
横
浜
で�

活
躍
し
た
文
化
人
に
焦
点
を
あ
て
、
彼
ら
の
活
動�

か
ら
横
浜
の
文
化
行
事
と
復
興
へ
の
歴
史
を
考�

察
し
て
い
ま
す
。
関
東
大
震
災
後
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム

文
化
、
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
文
化
の
流
入
な
ど
、
横

浜
の
文
化
は
時
代
を
追
っ
て
変
遷
を
遂
げ
て
き�

ま
し
た
。
論
文
か
ら
は
、
多
様
性
を
も
っ
た
独
自

の
横
浜
文
化
を
再
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
昭
和
恐
慌
期
、
横
浜
市
に
お
け
る
私
設
日
用

品
小
売
市
場
」
（
百
瀬
敏
夫
）
で
は
、
私
設
小
売�

市
場
の
概
要
が
表
な
ど
を
用
い
て
紹
介
さ
れ
て�

い
ま
す
。
新
聞
記
事
の
記
述
や
、
火
災
状
況
、
反

対
運
動
と
い
っ
た
多
角
的
な
視
点
か
ら
も
考
察

が
な
さ
れ
、
恐
慌
期
に
あ
っ
た
私
設
小
売
市
場
の

状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
私
設
小
売
市
場

を
通
し
て
知
る
消
費
活
動
か
ら
は
、
当
時
の
市
民

生
活
を
窺
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
関
東
大
震
災
と
「
横
浜
貿
易
新
報
」―

震
災

臨
時
号
の
分
析
を
中
心
に―

」
（
吉
田
律
人
）
で

は
、
横
浜
貿
易
新
報
（
以
下
横
貿
）
の
震
災
前
、

震
災
後
の
状
況
、
臨
時
号
の
発
行
に
至
る
ま
で
を

考
察
し
、
そ
の
役
割
に
つ
い
て
分
析
し
て
い
ま
す
。

横
貿
の
臨
時
号
に
は
、
震
災
・
復
興
な
ど
に
関
す

る
様
々
な
情
報
が
載
せ
ら
れ
、
市
民
生
活
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。
ま
た
、
震
災
当
時
の�

被
害
状
況
や
復
興
情
勢
を
現
在
に
伝
え
る
、
貴
重�

な
資
料
と
し
て
の
役
割
も
果
た
し
て
い
ま
す
。

臨
時
号
の
紙
面
・
内
容
も
一
部
紹
介
さ
れ
て
い

ま
す
。
な
お
、
市
史
資
料
室
の
発
行
し
た
報
告
書

『
横
浜
・
関
東
大
震
災
の
記
憶
』
に
は
、
横
貿
臨

時
号
の
新
聞
記
事
目
録
が
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

資
料
紹
介
「
丹
羽
鋤
彦
と
帝
都
復
興
①―

東
京�

市
河
港
課
「
震
火
災
の
一
周
年
を
迎
か
ひ
て
」―

」�

で
は
、
丹
羽
鋤
彦
氏
の
人
物
紹
介
、
資
料
概
要
が

述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
資
料
全
文
の
翻
刻
も
掲
載

さ
れ
、
内
容
を
知
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

「
横
浜
市
史
資
料
室
の
活
動
記
録
」
で
は
、
開

室
（
平
成
二
〇
年
一
月
九
日
）
か
ら
平
成
二
三
年

一
月
三
一
日
ま
で
の
市
史
資
料
室
利
用
状
況
、
資

料
収
集
・
整
理
の
実
績
、
広
報
・
出
版
物
の
紹
介
、

展
示
会
な
ど
の
記
録
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。
市
史

資
料
室
の
行
っ
て
い
る
事
業
、
ま
た
そ
の
成
果
を

皆
様
に
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。
資
料
を
寄
贈
し
て

い
た
だ
い
た
方
々
の
お
名
前
も
、
資
料
の
内
容
と

と
も
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

『
横
浜
市
史
資
料
室
紀
要
』
は
、
今
後
毎
年
発

行
の
予
定
で
す
。
様
々
な
視
点
か
ら
皆
様
に
横
浜

の
昭
和
史
を
ご
紹
介
し
、
新
た
な
歴
史
の
一
面
を�

知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

昭
和
の
横
浜
の
研
究
や
調
査
に
も
ぜ
ひ
ご
活
用

く
だ
さ
い
。�

（
木
許　

文
子
）

◆資料提供のお願い◆  昔の横浜を記録した写真やパンフレット、ポスターなどございましたらぜひご連絡ください。次世代の市民に引継ぎます。
リサイクル適性の表示：紙へリサイクル可　 　  
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●「野毛山の『昭和』」 ●「野毛山の『昭和』」

半
島
の
山
々
を
一
望
し
、
か
つ
庭
園
内
に
多

く
の
植
物
を
有
す
る
茂
木
邸
は
、
横
浜
の
景

勝
地
の
一
つ
と
な
り
、
菊
花
の
咲
く
秋
に
は

市
民
に
も
開
放
さ
れ
た
。
庭
園
の
菊
花
は
茂

木
家
の
屋
号
・
野
澤
屋
に
因
ん
で
「
野
澤
の

菊
」
と
し
て
親
し
ま
れ
、
市
民
の
眼
を
楽
し

ま
せ
た
。
関
東
大
震
災
後
、
茂
木
邸
の
敷
地�

は
野
毛
山
公
園
に
組
み
込
ま
れ
て
い
く
が
、

「
憩
い
」
の
空
間
と
し
て
の
素
地
は
そ
れ
以

前
か
ら
存
在
し
た
の
で
あ
る
。

二
、
関
東
大
震
災
と
震
災
復
興

一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
九
月
一
日
午�

前
一
一
時
五
八
分
、
相
模
湾
西
方

沖
を
震
源
と
す
る
M
七
・
九
の
地

震
が
発
生
し
、
激
し
い
揺
れ
が
横

浜
市
街
地
を
襲
っ
た
。
野
毛
坂
で

罹
災
し
た
フ
ェ
リ
ス
和
英
女
学
校

生
徒
・
寺
田
三
千
代
は
、「
ゴ
ー
ッ

と
云
ふ
何
と
も
云
へ
ぬ
物
凄
い
音

が
切
通
し
の
方
か
ら
響
い
て
来
ま

し
た
」
と
、
地
震
発
生
の
瞬
間
を

回
想
し
て
い
る
（
フ
ェ
リ
ス
女
学�

院
一
五
〇
年
史
編
纂
委
員
会
編

『
関
東
大
震
災　

女
学
生
の
記

録
』
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
、
二
〇
一

〇
年
）。
続
い
て
発
生
し
た
火
災
は

強
風
に
煽
ら
れ
て
急
速
に
燃
え
広

が
り
、
市
街
地
の
大
部
分
を
焼
き

尽
く
し
た
。
野
毛
山
に
は
火
災
に

追
わ
れ
た
人
々
が
逃
れ
て
き
た
が
、

同
時
に
炎
も
野
毛
切
通
し
や
野
毛

本
通
り
方
面
か
ら
迫
り
、
十
全
医

院
や
老
松
小
学
校
に
燃
え
移
っ
た
。

野
毛
山
周
辺
は
広
い
庭
園
や
道
路
沿
い
の
石

垣
が
防
火
帯
と
な
っ
た
平
沼
邸
を
除
き
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
火
災
に
よ
っ
て
失
わ
れ
て
し

ま
っ
た
。

そ
の
後
、
復
興
事
業
の
進
展
に
よ
っ
て
高

級
住
宅
街
で
あ
っ
た
野
毛
山
は
姿
を
大
き
く

変
え
る
。
交
通
に
関
し
て
は
、
野
毛
坂
や
野

毛
切
通
し
の
整
備
だ
け
で
な
く
、
新
た
に
野

毛
坂
交
差
点
か
ら
日
ノ
出
町
を
結
ぶ
道
路
も

整
備
さ
れ
、
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
に
は

山
元
町
か
ら
日
ノ
出
町
・
野
毛
坂
を
経
て
西�

平
沼
に
至
る
市
電
長
者
町
線
が
開
通
し
た
。

ま
た
、
野
毛
山
の
頂
上
周
辺
で
は
災
害
時
の

避
難
所
を
兼
ね
た
大
規
模
な
公
園
整
備
も
進

む
。
一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年
九
月
一
八

日
に
旧
茂
木
邸
及
び
市
長
公
舎
（
旧
原
富
三

郎
邸
）
を
整
備
し
た
第
一
期
工
事
区
域
（
北

部
地
域
、
現
在
の
野
毛
山
動
物
園
周
辺
）
が

完
成
し
た
の
を
皮
切
り
に
、
第
二
期
工
事
区

域
（
南
部
地
域
、
現
在
の
配
水
池
地
区
）
も

一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
三
月
末
に
完
了
、

和
洋
折
衷
の
趣
向
を
こ
ら
し
た
野
毛
山
公
園

が
誕
生
し
た
。
加
え
て
、横
浜
市
図
書
館（
一

九
二
七
年
八
月
）や
横
浜
市
震
災
記
念
館（
一

九
二
八
年
八
月
）
も
開
館
し
、
野
毛
山
の
公

共
施
設
は
数
を
増
し
て
い
く
。
そ
れ
ら
の
施

設
を
目
標
に
多
く
の
市
民
が
野
毛
山
に
足
を

運
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。

一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
四
月
二
四
日
、

前
年
度
に
完
了
し
た
復
興
事
業
を
祝
う
記
念

祝
賀
式
典
が
野
毛
山
公
園
に
お
い
て
行
わ
れ
、

人
々
は
復
興
の
喜
び
を
分
か
ち
合
っ
た
。
公

共
施
設
の
整
備
と
と
も
に
、
野
毛
山
は
横
浜

の
震
災
復
興
を
象
徴
す
る
空
間
と
な
っ
た
。

　三
、
昭
和
初
期
の
野
毛
山

野
毛
山
公
園
は
横
浜
市
民
の
憩
い
の
場
と

し
て
機
能
し
た
だ
け
で
な
く
、一
九
二
九（
昭�

和
四
）
年
四
月
の
復
興
祝
賀
式
典
以
降
も

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
会
場
と
し
て
利
用
さ
れ
、

秋
に
は
菊
花
展
な
ど
が
催
さ
れ
た
。
ま
た
、

横
浜
市
図
書
館
に
は
平
日
・
休
日
を
問
わ
ず�

多
く
の
人
が
訪
れ
た
。『
横
浜
貿
易
新
報
』記�

者
の
山
本
和
久
三
（
雅
号
：
禾
口
）
は
『
横

浜
百
景
』（
横
浜
貿
易
新
報
社
出
版
部
、
一
九

三
四
年
）
の
な
か
で
、
伊
勢
佐
木
町
の
野
澤

屋
デ
パ
ー
ト
か
ら
見
た
野
毛
山
の
夜
景
に
つ

い
て
、「
図
書
館
の
存
在
が
特
に
目
立
ち
ま
す
。�

十
二
三
を
算
ふ
る
窓
か
ら
は
煌
々
と
光
を
放�

っ
て
、
熱
心
に
読
み
耽
る
人
々
の
姿
を
容
易

に
想
像
せ
ら
れ
ま
す
。
成
程
そ
の
夜
は
土
曜

日
で
し
た
」
と
記
し
て
い
る
。
時
間
を
惜
し

む
閲
覧
者
は
閉
館
時
刻
ま
で
読
書
に
親
し
ん

だ
の
だ
ろ
う
。
震
災
復
興
以
降
、
様
々
な
公

共
施
設
を
有
す
る
野
毛
山
は
多
く
の
市
民
が

日
常
生
活
を
過
ご
す
空
間
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）
年
七

月
に
中
国
大
陸
で
戦
争
が
始
ま
る
と
、
市
街

地
を
一
望
で
き
る
野
毛
山
の
軍
事
的
位
置
は

高
ま
り
、
横
浜
連
隊
区
司
令
部
な
ど
が
設
置

さ
れ
る
。
さ
ら
に
一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）

年
一
二
月
の
日
米
開
戦
以
降
は
、
野
毛
山
公

園
に
高
射
砲
陣
地

が
造
営
さ
れ
、
一

般
市
民
の
立
ち
入

り
は
不
可
能
と
な�

っ
た
。
市
民
の
憩

い
の
場
で
あ
っ
た

野
毛
山
公
園
は
戦

争
に
よ
っ
て
奪
わ

れ
た
の
で
あ
る
。

一
九
四
四
（
昭
和

一
九
）
年
一
一
月
、�

戦
況
の
悪
化
と
と

も
に
、
横
浜
市

役
所
が
老
松
国
民

学
校
や
市
民
博
物

館
（
旧
震
災
記
念

館
）
に
疎
開
し
て

く
る
（
詳
細
は
百

瀬
敏
夫
「
横
浜
市

市
民
博
物
館
の
設

立
」『
市
史
通
信
』

第
三
号
、
同
「
開

館
後
の
横
浜
市
市

民
博
物
館
」、『
市

史
通
信
』
第
五
号

を
参
照
）。
そ
し

て
、
空
襲
へ
の
備

え
が
強
ま
る
な
か
、�

一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
五
月
二
九
日
の

横
浜
大
空
襲
を
む
か
え
た
の
で
あ
る
。

四
、
敗
戦
と
戦
災
復
興

一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
八
月
一
五
日
、

一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）
年
七
月
の
盧
溝
橋

事
件
か
ら
始
ま
っ
た
長
い
戦
争
は
日
本
の
敗

戦
に
よ
っ
て
幕
を
閉
じ
た
。
一
九
四
五
年
八

月
三
〇
日
、
横
浜
大
空
襲
に
よ
っ
て
焼
け
野

原
と
な
っ
た
横
浜
に
ア
メ
リ
カ
軍
が
進
駐
し
、

本
格
的
な
占
領
が
始
ま
っ
た
。
市
街
中
心
部

の
大
部
分
は
ア
メ
リ
カ
軍
に
よ
っ
て
接
収
さ

れ
、
高
射
砲
陣
地
だ
っ
た
野
毛
山
公
園
も
一

時
期
占
拠
さ
れ
た
。
横
浜
は
ア
メ
リ
カ
軍
の

進
駐
に
よ
っ
て
そ
の
影
響
を
色
濃
く
受
け
る

よ
う
に
な
る
。

そ
の
一
方
、
横
浜
の
人
々
は
戦
災
復
興
に

む
け
て
行
動
を
開
始
し
、
焼
け
跡
の
バ
ラ
ッ

ク
小
屋
は
恒
常
的
な
住
宅
へ
と
姿
を
変
え
て

い
く
。
野
毛
山
か
ら
は
変
化
す
る
市
街
地
の

様
子
が
一
望
で
き
た
。
ま
た
、
接
収
解
除
と

な
っ
た
野
毛
山
公
園
は
再
開
さ
れ
た
労
働
運

動
の
集
会
場
と
な
っ
た
ほ
か
、一
九
四
九（
昭

和
二
四
）
年
三
月
に
は
、
経
済
復
興
を
め
ざ

す
日
本
貿
易
博
覧
会
の
会
場
と
な
り
、
震
災

復
興
期
と
同
様
に
、
横
浜
市
の
戦
災
復
興
を�

象
徴
す
る
空
間
と
な
っ
た
。
戦
前
と
同
様
、

再
び
多
く
の
人
々
が
野
毛
山
を
訪
れ
る
よ
う

に
な
り
、
野
毛
山
は
「
憩
い
」
の
空
間
と
し

て
の
機
能
を
取
り
戻
し
て
い
っ
た
。

五
、
市
民
生
活
と
野
毛
山

日
本
貿
易
博
覧
会
を
契
機
に
野
毛
山
の
施

設
は
充
実
し
、
博
覧
会
閉
会
後
は
残
っ
た
施

設
を
利
用
し
た
公
園
整
備
が
進
ん
だ
。
野
毛

山
公
園
は
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
有
す
る
野
毛

山
遊
園
地
（
現
・
配
水
池
地
区
）
と
、
ゾ
ウ

や
キ
リ
ン
な
ど
多
く
の
動
物
を
展
示
す
る
野

野毛坂の罹災状況　1923年9月頃� 左右田宗夫家資料

横浜市震災記念館　1928年8月� 『復興記念写真帖』所収

野毛坂の往来　1929年4月24日� 『昭和4年　天皇行幸写真帖』敗戦直後の野毛坂　1945年9月� 米国国立公文書館所蔵
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●「野毛山の『昭和』」 ●「野毛山の『昭和』」

半
島
の
山
々
を
一
望
し
、
か
つ
庭
園
内
に
多

く
の
植
物
を
有
す
る
茂
木
邸
は
、
横
浜
の
景

勝
地
の
一
つ
と
な
り
、
菊
花
の
咲
く
秋
に
は

市
民
に
も
開
放
さ
れ
た
。
庭
園
の
菊
花
は
茂

木
家
の
屋
号
・
野
澤
屋
に
因
ん
で
「
野
澤
の

菊
」
と
し
て
親
し
ま
れ
、
市
民
の
眼
を
楽
し

ま
せ
た
。
関
東
大
震
災
後
、
茂
木
邸
の
敷
地�

は
野
毛
山
公
園
に
組
み
込
ま
れ
て
い
く
が
、

「
憩
い
」
の
空
間
と
し
て
の
素
地
は
そ
れ
以

前
か
ら
存
在
し
た
の
で
あ
る
。

二
、
関
東
大
震
災
と
震
災
復
興

一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
九
月
一
日
午�

前
一
一
時
五
八
分
、
相
模
湾
西
方

沖
を
震
源
と
す
る
M
七
・
九
の
地

震
が
発
生
し
、
激
し
い
揺
れ
が
横

浜
市
街
地
を
襲
っ
た
。
野
毛
坂
で

罹
災
し
た
フ
ェ
リ
ス
和
英
女
学
校

生
徒
・
寺
田
三
千
代
は
、「
ゴ
ー
ッ

と
云
ふ
何
と
も
云
へ
ぬ
物
凄
い
音

が
切
通
し
の
方
か
ら
響
い
て
来
ま

し
た
」
と
、
地
震
発
生
の
瞬
間
を

回
想
し
て
い
る
（
フ
ェ
リ
ス
女
学�

院
一
五
〇
年
史
編
纂
委
員
会
編

『
関
東
大
震
災　

女
学
生
の
記

録
』
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
、
二
〇
一

〇
年
）。
続
い
て
発
生
し
た
火
災
は

強
風
に
煽
ら
れ
て
急
速
に
燃
え
広

が
り
、
市
街
地
の
大
部
分
を
焼
き

尽
く
し
た
。
野
毛
山
に
は
火
災
に

追
わ
れ
た
人
々
が
逃
れ
て
き
た
が
、

同
時
に
炎
も
野
毛
切
通
し
や
野
毛

本
通
り
方
面
か
ら
迫
り
、
十
全
医

院
や
老
松
小
学
校
に
燃
え
移
っ
た
。

野
毛
山
周
辺
は
広
い
庭
園
や
道
路
沿
い
の
石

垣
が
防
火
帯
と
な
っ
た
平
沼
邸
を
除
き
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
火
災
に
よ
っ
て
失
わ
れ
て
し

ま
っ
た
。

そ
の
後
、
復
興
事
業
の
進
展
に
よ
っ
て
高

級
住
宅
街
で
あ
っ
た
野
毛
山
は
姿
を
大
き
く

変
え
る
。
交
通
に
関
し
て
は
、
野
毛
坂
や
野

毛
切
通
し
の
整
備
だ
け
で
な
く
、
新
た
に
野

毛
坂
交
差
点
か
ら
日
ノ
出
町
を
結
ぶ
道
路
も

整
備
さ
れ
、
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
に
は

山
元
町
か
ら
日
ノ
出
町
・
野
毛
坂
を
経
て
西�

平
沼
に
至
る
市
電
長
者
町
線
が
開
通
し
た
。

ま
た
、
野
毛
山
の
頂
上
周
辺
で
は
災
害
時
の

避
難
所
を
兼
ね
た
大
規
模
な
公
園
整
備
も
進

む
。
一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年
九
月
一
八

日
に
旧
茂
木
邸
及
び
市
長
公
舎
（
旧
原
富
三

郎
邸
）
を
整
備
し
た
第
一
期
工
事
区
域
（
北

部
地
域
、
現
在
の
野
毛
山
動
物
園
周
辺
）
が

完
成
し
た
の
を
皮
切
り
に
、
第
二
期
工
事
区

域
（
南
部
地
域
、
現
在
の
配
水
池
地
区
）
も

一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
三
月
末
に
完
了
、

和
洋
折
衷
の
趣
向
を
こ
ら
し
た
野
毛
山
公
園

が
誕
生
し
た
。
加
え
て
、横
浜
市
図
書
館（
一

九
二
七
年
八
月
）や
横
浜
市
震
災
記
念
館（
一

九
二
八
年
八
月
）
も
開
館
し
、
野
毛
山
の
公

共
施
設
は
数
を
増
し
て
い
く
。
そ
れ
ら
の
施

設
を
目
標
に
多
く
の
市
民
が
野
毛
山
に
足
を

運
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。

一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
四
月
二
四
日
、

前
年
度
に
完
了
し
た
復
興
事
業
を
祝
う
記
念

祝
賀
式
典
が
野
毛
山
公
園
に
お
い
て
行
わ
れ
、

人
々
は
復
興
の
喜
び
を
分
か
ち
合
っ
た
。
公

共
施
設
の
整
備
と
と
も
に
、
野
毛
山
は
横
浜

の
震
災
復
興
を
象
徴
す
る
空
間
と
な
っ
た
。

　三
、
昭
和
初
期
の
野
毛
山

野
毛
山
公
園
は
横
浜
市
民
の
憩
い
の
場
と

し
て
機
能
し
た
だ
け
で
な
く
、一
九
二
九（
昭�

和
四
）
年
四
月
の
復
興
祝
賀
式
典
以
降
も

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
会
場
と
し
て
利
用
さ
れ
、

秋
に
は
菊
花
展
な
ど
が
催
さ
れ
た
。
ま
た
、

横
浜
市
図
書
館
に
は
平
日
・
休
日
を
問
わ
ず�

多
く
の
人
が
訪
れ
た
。『
横
浜
貿
易
新
報
』記�

者
の
山
本
和
久
三
（
雅
号
：
禾
口
）
は
『
横

浜
百
景
』（
横
浜
貿
易
新
報
社
出
版
部
、
一
九

三
四
年
）
の
な
か
で
、
伊
勢
佐
木
町
の
野
澤

屋
デ
パ
ー
ト
か
ら
見
た
野
毛
山
の
夜
景
に
つ

い
て
、「
図
書
館
の
存
在
が
特
に
目
立
ち
ま
す
。�

十
二
三
を
算
ふ
る
窓
か
ら
は
煌
々
と
光
を
放�

っ
て
、
熱
心
に
読
み
耽
る
人
々
の
姿
を
容
易

に
想
像
せ
ら
れ
ま
す
。
成
程
そ
の
夜
は
土
曜

日
で
し
た
」
と
記
し
て
い
る
。
時
間
を
惜
し

む
閲
覧
者
は
閉
館
時
刻
ま
で
読
書
に
親
し
ん

だ
の
だ
ろ
う
。
震
災
復
興
以
降
、
様
々
な
公

共
施
設
を
有
す
る
野
毛
山
は
多
く
の
市
民
が

日
常
生
活
を
過
ご
す
空
間
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）
年
七

月
に
中
国
大
陸
で
戦
争
が
始
ま
る
と
、
市
街

地
を
一
望
で
き
る
野
毛
山
の
軍
事
的
位
置
は

高
ま
り
、
横
浜
連
隊
区
司
令
部
な
ど
が
設
置

さ
れ
る
。
さ
ら
に
一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）

年
一
二
月
の
日
米
開
戦
以
降
は
、
野
毛
山
公

園
に
高
射
砲
陣
地

が
造
営
さ
れ
、
一

般
市
民
の
立
ち
入

り
は
不
可
能
と
な�

っ
た
。
市
民
の
憩

い
の
場
で
あ
っ
た

野
毛
山
公
園
は
戦

争
に
よ
っ
て
奪
わ

れ
た
の
で
あ
る
。

一
九
四
四
（
昭
和

一
九
）
年
一
一
月
、�

戦
況
の
悪
化
と
と

も
に
、
横
浜
市

役
所
が
老
松
国
民

学
校
や
市
民
博
物

館
（
旧
震
災
記
念

館
）
に
疎
開
し
て

く
る
（
詳
細
は
百

瀬
敏
夫
「
横
浜
市

市
民
博
物
館
の
設

立
」『
市
史
通
信
』

第
三
号
、
同
「
開

館
後
の
横
浜
市
市

民
博
物
館
」、『
市

史
通
信
』
第
五
号

を
参
照
）。
そ
し

て
、
空
襲
へ
の
備

え
が
強
ま
る
な
か
、�

一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
五
月
二
九
日
の

横
浜
大
空
襲
を
む
か
え
た
の
で
あ
る
。

四
、
敗
戦
と
戦
災
復
興

一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
八
月
一
五
日
、

一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）
年
七
月
の
盧
溝
橋

事
件
か
ら
始
ま
っ
た
長
い
戦
争
は
日
本
の
敗

戦
に
よ
っ
て
幕
を
閉
じ
た
。
一
九
四
五
年
八

月
三
〇
日
、
横
浜
大
空
襲
に
よ
っ
て
焼
け
野

原
と
な
っ
た
横
浜
に
ア
メ
リ
カ
軍
が
進
駐
し
、

本
格
的
な
占
領
が
始
ま
っ
た
。
市
街
中
心
部

の
大
部
分
は
ア
メ
リ
カ
軍
に
よ
っ
て
接
収
さ

れ
、
高
射
砲
陣
地
だ
っ
た
野
毛
山
公
園
も
一

時
期
占
拠
さ
れ
た
。
横
浜
は
ア
メ
リ
カ
軍
の

進
駐
に
よ
っ
て
そ
の
影
響
を
色
濃
く
受
け
る

よ
う
に
な
る
。

そ
の
一
方
、
横
浜
の
人
々
は
戦
災
復
興
に

む
け
て
行
動
を
開
始
し
、
焼
け
跡
の
バ
ラ
ッ

ク
小
屋
は
恒
常
的
な
住
宅
へ
と
姿
を
変
え
て

い
く
。
野
毛
山
か
ら
は
変
化
す
る
市
街
地
の

様
子
が
一
望
で
き
た
。
ま
た
、
接
収
解
除
と

な
っ
た
野
毛
山
公
園
は
再
開
さ
れ
た
労
働
運

動
の
集
会
場
と
な
っ
た
ほ
か
、一
九
四
九（
昭

和
二
四
）
年
三
月
に
は
、
経
済
復
興
を
め
ざ

す
日
本
貿
易
博
覧
会
の
会
場
と
な
り
、
震
災

復
興
期
と
同
様
に
、
横
浜
市
の
戦
災
復
興
を�

象
徴
す
る
空
間
と
な
っ
た
。
戦
前
と
同
様
、

再
び
多
く
の
人
々
が
野
毛
山
を
訪
れ
る
よ
う

に
な
り
、
野
毛
山
は
「
憩
い
」
の
空
間
と
し

て
の
機
能
を
取
り
戻
し
て
い
っ
た
。

五
、
市
民
生
活
と
野
毛
山

日
本
貿
易
博
覧
会
を
契
機
に
野
毛
山
の
施

設
は
充
実
し
、
博
覧
会
閉
会
後
は
残
っ
た
施

設
を
利
用
し
た
公
園
整
備
が
進
ん
だ
。
野
毛

山
公
園
は
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
有
す
る
野
毛

山
遊
園
地
（
現
・
配
水
池
地
区
）
と
、
ゾ
ウ

や
キ
リ
ン
な
ど
多
く
の
動
物
を
展
示
す
る
野

横浜市震災記念館　1928年8月� 『復興記念写真帖』所収

野毛山公園北部平面図　1926年9月15日� 左右田宗夫家資料

慰安旅行の集合写真　1936（昭和11）年秋� 相澤詔二氏提供

敗戦直後の野毛坂　1945年9月� 米国国立公文書館所蔵
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●資料室所蔵旧公図の概要 ●「野毛山の『昭和』

市
史
資
料
室
で
は
、
字
毎
に
土
地
の
区
画

と
地
番
を
記
入
し
た
地
籍
図
（
旧
公
図
、
旧

土
地
台
帳
附
属
地
図
）
を
所
蔵
公
開
し
て
い

る
。
旧
公
図
に
つ
い
て
は
、
そ
の
役
割
を
終

え
た
も
の
の
、
現
在
で
も
土
地
関
係
の
様
々

な
場
面
で
参
考
に
さ
れ
る
た
め
、
参
考
文
献�

掲
載
の
書
籍
な
ど
解
説
も
多
く
出
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
固
有
の
事
情
に

よ
り
様
々
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
に
簡
単
な
概

要
を
紹
介
し
、
利
用
の
便
に
供
し
た
い
。

な
お
、
以
下
の
概
要
は
、
資
料
室
作
成
の

目
録
記
載
内
容
に
拠
っ
て
お
り
、
あ
ら
た
め

て
全
資
料
に
あ
た
っ
た
も
の
で
は
な
い
の
で
、

見
落
と
し
も
多
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
法

務
局
所
蔵
の
旧
公
図
を
確
認
し
て
い
な
い
の

で
、
当
該
資
料
群
の
み
の
観
察
に
よ
る
。

旧
公
図
の
目
録
化

二
〇
〇
一
（
平
成
一
三
）
年
、
各
区
役
所

か
ら
移
管
さ
れ
た
（
一
部
は
後
年
）
旧
公
図�

は
、
区
ご
と
に
「
旧
公
図
（
○
○
区
）」
と
し

て
1
か
ら
番
号
を
付
し
目
録
を
作
成
し
た
。

全
件
数
は
四
五
三
四
件
、
そ
の
う
ち
索
引
図

等
を
除
く
と
四
五
一
一
件
と
な
る
（
表
1
）。

こ
れ
ら
の
資
料
の
状
態
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る

が
、
大
多
数
が
折
り
た
た
ま
れ
て
表
紙
が
つ

け
ら
れ
て
お
り
、
長
く
業
務
で
使
用
さ
れ
た

中
で
加
筆
訂
正
、
貼
り
紙
、
裏
打
ち
、
セ
ロ

ハ
ン
テ
ー
プ
な
ど
に
よ
る
修
復
、
表
紙
の
付

け
替
え
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
。
頻
繁
に
使

わ
れ
た
図
面
は
、
折
り
目
の
痛
み
な
ど
も
目

立
つ
。
そ
の
た
め
、
閲
覧
用
に
複
製
作
業
を

進
め
て
お
り
、
昨
年
度
ま
で
に
、
磯
子
・
港

南
・
保
土
ケ
谷
区
と
南
区
の
一
部
の
五
二
一

件
の
複
製
を
作
成
し
た
。

昭
和
期
以
前
の
旧
公
図

一
八
八
四
（
明
治
一
七
）
年
土
地
台
帳
の

採
用
、
八
九
年
土
地
台
帳
規
則
に
よ
り
、
土

地
台
帳
と
附
属
地
図
が
備
え
付
け
ら
れ
た
。

こ
の
た
め
の
新
た
な
地
押
調
査
や
地
図
更
正

が
指
示
さ
れ
た
が
、
神
奈
川
県
で
は
、
地
租

改
正
時
の
地
図
に
貼
り
紙
訂
正
等
の
み
で
附

属
地
図
に
充
て
ら
れ
た
（
佐
藤
甚
次
郎
『
神

奈
川
県
の
明
治
期
地
籍
図
』）。

当
資
料
群
に
も
、
地
租
改
正
時
か
そ
れ
に

近
い
時
期
の
複
写
が
残
っ
て
い
る
が
、
件
数

は
全
体
の
一
割
に
満
た
な
い
。
区
別
で
見
る

と
、
鶴
見
・
金
沢
・
緑
・
青
葉
・
都
筑
の
各

区
で
、
鶴
見
区
を
除
く
と
、
一
九
三
六
（
昭

和
一
一
）
年
第
四
次
、
三
九
年
第
六
次
合
併

の
地
域
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
、
合
併
前
の
町

村
か
ら
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
現

在
は
残
っ
て
い
な
い
町
村
分
で
も
、
合
併
時

に
は
引
き
継
が
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
り
、
新

図
作
成
後
に
不
要
図
と
し
て
廃
棄
さ
れ
た
場

合
も
あ
ろ
う
。
三
八
年
「
区
役
所
文
書
編
纂

保
存
規
程
」
で
は
、
税
務
係
の
第
一
種
（
永

年
保
存
）
と
し
て
「
土
地
台
帳
及
附
属
地
図
」�

が
あ
り
、同
規
程
第
十
二
条
に
は
「〔
略
〕
保�

存
期
間
中
ノ
文
書
ニ
シ
テ
保
存
ノ
必
要
ナ
シ

ト
認
ム
ル
ニ
至
リ
タ
ル
モ
ノ
ハ
庶
務
係
長
之

ヲ
精
査
シ
廃
棄
ノ
手
続
ヲ
為
ス
ヘ
シ
」
と
規

定
さ
れ
て
い
る
（
以
後
の
規
程
で
も
同
様
）。

記
載
内
容
は
、
写
真
1
の
例
で
は
、
漢
数

字
の
地
番
、
地
目
、
面
積
が
記
載
さ
れ
、
田
・

畑
・
宅
地
・
社
地
・
川
・
山
・
道
・
墓
所
が�

色
分
け
さ
れ
て
、右
下
に
は
代
議
人
・
担
当
・�

村
用
掛
の
署
名
が
あ
る
。
ま
た
、
別
の
村
で

は
等
級
は
貼
り
紙
で
示
さ
れ
、
色
分
け
は
土

地
区
画
の
枠
の
み
で
あ
り
様
々
で
あ
っ
た
。

一
方
で
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
よ
り
前

の
市
域
で
は
、
明
治
期
の
旧
公
図
は
残
っ
て

い
な
い
。
こ
れ
は
二
三
年
の
関
東
大
震
災
に

よ
り
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
（
以

下
『
横
浜
震
災
誌
（
未
定
稿
）』
第
三
冊
）。

周
知
の
よ
う
に
横
浜
市
役
所
は
震
災
で
焼

失
し
文
書
類
を
失
い
、
横
浜
市
・
久
良
岐
郡

の
土
地
台
帳
正
本
（
附
属
地
図
も
）
を
保
管�

し
て
い
た
横
浜
税
務
署
も
焼
失
、
登
記
事
務

を
行
っ
て
い
た
裁
判
所
も
焼
失
し
登
記
簿
が�

失
わ
れ
た
。
そ
の
後
、「
大
正
五
年
現
在
の
土�

地
台
帳
を
標
準
と
し
て
、
土
地
に
関
す
る
資

料
が
発
見
さ
れ
た
の
で
」、そ
れ
を
利
用
し
て�

土
地
台
帳
及
び
附
属
地
図
が
作
成
さ
れ
、
自�

己
申
告
に
よ
り
補
訂
さ
れ
た
。「
発
見
」さ
れ�

た
資
料
は
、
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
藤
木

測
量
事
務
所
発
行
の
土
地
宝
典
か
、
そ
れ
に

関
す
る
資
料
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
横
浜

市
で
は
、
二
五
年
に
横
浜
税
務
署
の
正
本
か

ら
謄
写
副
本
を
作
成
し
た
。
こ
の
う
ち
、
資

料
室
で
は
、
二
七
年
区
制
施
行
時
に
中
区
に

属
し
、
現
在
は
西
区
に
属
し
て
い
る
地
域
分

三
八
点
を
所
蔵
し
て
お
り
、
そ
の
他
、
現
在

の
中
区
分
九
〇
点
を
横
浜
都
市
発
展
記
念
館

が
所
蔵
し
て
い
る
（『
ハ
マ
発N

ew
sLetter

』�

第
六
号
）。
何
れ
も
軸
装
で
、破
損
が
甚
だ
し�

い
も
の
が
多
い
。
記
述
は
地
番（
算
用
数
字
）、�

地
目
、
宅
地
等
級
で
、
道
路
等
の
色
分
け
は

三
二
年
の
も
の
と
同
様
に
さ
れ
て
い
た
。

毛
山
動
物
園
（
動
物
園
地
区
）
に
大
き
く
分

か
れ
、
残
っ
た
部
分
（
散
策
地
区
）
は
人
々

が
散
策
を
楽
し
め
る
よ
う
整
備
さ
れ
た
。
一

九
五
一
（
昭
和
二
六
）
年
四
月
一
日
に
新
た

に
開
園
し
た
野
毛
山
公
園
に
は
、
桜
の
開
花

と
と
も
に
、
多
く
の
人
々
が
行
楽
に
訪
れ
た
。

ま
た
、
五
月
の
大
型
連
休
に
は
子
ど
も
た
ち

を
対
象
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
、
野
毛

坂
か
ら
野
毛
山
に
至
る
道
は
大
混
雑
と
な
っ

た
。
そ
う
し
た
風
景
は
野
毛
山
の
年
中
行
事

と
し
て
定
着
し
て
い
っ
た
。

し
か
し
、
高
度
経
済
成
長
期
に
入
る
と
、

横
浜
市
の
人
口
増
加
に
伴
い
、
水
道
の
供
給

量
を
増
や
す
必
要
が
生
じ
た
。
そ
こ
で
横
浜

市
は
野
毛
山
配
水
池
の
整
備
を
進
め
る
と
同

時
に
、
野
毛
山
遊
園
地
を
撤
廃
し
、
そ
の
地

下
に
水
道
施
設
を
設
け
た
。
一
九
六
六
（
昭

和
四
一
）
年
秋
、
工
事
を
終
え
た
野
毛
山
公

園
は
無
料
の
施
設
と
し
て
開
放
さ
れ
、
再
び

多
く
の
市
民
を
誘
っ
た
。
こ
の
再
開
発
が
現

在
の
野
毛
山
公
園
の
原
型
と
な
っ
て
い
る
。

他
方
、
市
会
事
務
局
と
な
っ
て
い
た
市
民

博
物
館
の
建
物
は
横
浜
市
史
編
集
室
や
横
浜

市
立
大
学
経
済
研
究
所
、
野
毛
山
遊
園
地
の

管
理
事
務
所
と
し
て
活
用
さ
れ
た
後
、
市
営

の
結
婚
式
場
（
老
松
会
館
）
と
な
っ
た
。
ま

た
、
隣
接
す
る
図
書
館
は
一
九
四
七
（
昭
和

二
二
）
年
八
月
に
機
能
を
回
復
し
、
連
日
、

多
く
の
市
民
を
受
け
入
れ
て
き
た
。
さ
ら
に

高
度
経
済
成
長
期
に
入
る
と
、
利
用
者
の
激

増
に
よ
っ
て
閲
覧
室
の
増
築
が
図
ら
れ
た
が
、

抜
本
的
な
解
決
に
至
ら
ず
、
新
し
い
図
書
館

の
建
設
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

新
図
書
館
（
＝
中
央
図
書
館
）
の
整
備
構

想
は
一
九
六
三（
昭
和
三
八
）年
頃
か
ら
あ
っ

た
も
の
の
、
計
画
が
具
体
化
す
る
の
は
昭
和

末
期
（
一
九
八
〇
年
代
）
で
、
着
工
し
た
の

は
一
九
九
〇
（
平
成
二
）
年
で
あ
っ
た
。
そ

の
後
、
約
三
年
四
ヶ
月
の
月
日
を
経
て
旧
横

浜
市
図
書
館
及
び
旧
老
松
会
館
の
跡
地
に
現

在
の
横
浜
市
中
央
図
書
館
が
完
成
す
る
。

以
上
の
よ
う
に
野
毛
山
は
、
震
災
と
戦
災

を
経
つ
つ
、
施
設
の
整
備
・
拡
充
・
再
編
を

繰
り
返
し
な
が
ら
横
浜
市
民
の
憩
い
の
場
と

し
て
成
長
し
て
き
た
。
そ
し
て
、
そ
の
成
長

は
横
浜
市
史
資
料
室
の
開
室
（
二
〇
〇
八
年

一
月
）
や
野
毛
山
公
園
の
再
整
備
の
よ
う
に
、

今
現
在
も
続
い
て
い
る
。

【
参
考
文
献
】『
横
浜
貿
易
新
報
』／
『
神
奈
川
新
聞
』

／
横
浜
市
中
央
図
書
館
開
館
記
念
誌
編
集
委
員
会
編

『
横
浜
の
本
と
文
化
』（
横
浜
市
中
央
図
書
館
、
一
九

九
四
年
）／
横
浜
市
公
園
緑
地
行
政
資
料
調
査
会
編
・

発
行『
横
浜
の
公
園
史
稿
』（
二
〇
〇
三
年
）／
今
井
清

一『
横
浜
の
関
東
大
震
災
』（
有
隣
堂
、
二
〇
〇
七
年
）

�

（
吉
田
律
人
）

第18回神奈川県統一メーデー　1947年5月1日� 空襲と戦災資料

吉田町から野毛山方面を望む　占領期� 池田義夫氏提供

資
料
室
所
蔵
旧
公
図
の
概
要

表1　資料室所蔵旧公図の概要
区　名 件数 区　名 件数

鶴 見 区 342� 金 沢 区 211�
神 奈 川 区 323� 港 北 区 411�
西 区 159� 緑 区 240�
中 区 126� 青 葉 区 411�
南 区 178� 都 筑 区 364�
港 南 区 167� 戸 塚 区 287�
保土ケ谷区 177� 栄 区 288�
旭 区 337� 泉 区 182�
磯 子 区 142� 瀬 谷 区 166�

合 計 4,511�
注：索引類は除く。

野毛山動物園と米国軍人　1953年4月15日
� 米国国立公文書館所蔵

横浜市図書館・満席の閲覧室　1960年5月12日� 広報課写真資料
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